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・【エ・経０５】超低消費電力型光エレクトロニクス実装システム技術開発
・【エ・経１３】次世代型超低消費電力デバイス開発プロジェクト
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上記連携施策推進にあたってのキーポイント（注力する技術開発、補足すべき技術開発、整理す
べき規制緩和等）について，構成員の助言，提案（プレゼン）を行う．

第一回ＷＧ（11月２９日）における意見
・ 適用先のアプリケーション
・ 特定のデバイス部分だけでなく，全体のバランスを考えた出口戦略を考える必要がある

第二回ＷＧ意見

【経産省施策】
・【エ・経０５】超低消費電力型光エレクトロニクス実装システム技術開発
・【エ・経１３】次世代型超低消費電力デバイス開発プロジェクト

● 各テーマのキーポイント（テーマ性，アウトプット時間）についての助言，提案

① 超低消費電力型光エレクトロニクス実装システム技術開発

② 次世代型超低消費電力デバイス開発プロジェクト
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基板間での光エレクトロニクス化の効果は実証されている．また，半導体チップ
内にまで及ぶ開発目的については「光エレクトロニクス化」と「従来の電子回路
及び金属配線」の優位について，いくつかの典型的な応用事例（例えば，LSI
チップ内の回路ブロック間データ転送では，転送速度の向上と同時に電力消
費の低減が問われている，など）を具体的に設定するなどのベンチマークを行
うことで，実用化へ向けて開発テーマを適宜見直す際に有効である．
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